
 

•意識がもうろうとする 

•反応が鈍い 
•ろれつが回らない 

•言いたいことを 

うまく言えない 

（吐き気や嘔吐を 

伴うことがある） 

•片方の目が見えない 

•視野が半分になる 

•ものが二重に見える 

体の半分が… 

•うまく動かない 

• 麻痺、しびれ 

• いつもと違う感覚 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

運転中に 脳血管疾患 を発症すると・・・ 

 

意識障害、運動麻痺により 

事故回避措置が取れず、 

重大事故を引き起こす原因になりかねません！！ 

 

 

 

発症する前の脳血管の異常の『早期発見・早期治療』が重要です 

 

 

 
 

 

 
 
 
 ＜脳血管疾患の主な初期症状＞ 

  運転者にこのような症状が見られたら、 
  すぐに専門医療機関で受診させるようにしましょう。 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

どんな症状？ 

 

自動車運送事業者における 
脳血管疾患対策ガイドライン 

【概要版】 

その他

脳血管疾患：
169人
（16％）

心臓疾患：
148人
（14％）

運転者の疾病により事業用自動車の運行を
継続することができなくなった事案
（平成24～28年：全1,046件）

社内での 脳健診の活用 を検討しましょう 

運転者が健康で安全に業務ができる職場環境にしましょう 



 

 

原因と予防法は？ 

 

 

 

＜脳の血管が詰まることによって起きるもの＞ 

 
 

脳の動脈が詰まることで血液が脳内に行き届かなくなり脳細胞が死に至る 

 

＜脳の血管が破れることによって起きるもの＞ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

脳血管疾患の予防のため、事業者は、通常の健康診断等を通じて、運転者の健康状態や疾患に 

つながる生活習慣の適切な把握、管理に努めましょう。 

 

また、定期健康診断や人間ドックだけでは、脳血管の異常を発見することは難しいと言われて

います。脳健診を受診させることにより、早期発見に努めましょう。 

 

 

＜脳血管疾患の主な原因＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜脳血管疾患の予防法＞ 

 

 

 

 

 

 

 

脳梗塞 

脳の血管が何らかの 

原因で破れて起こる 

主に脳の表面にある 

太い動脈に生じたコブ 

（脳動脈瘤）が破れる 

ことにより起こり、 

急死することもある 

脳出血 くも膜下出血 

どのようにして起きる？ 



 

 

 

脳健診はどういう人が受けた方がよいか？ 

脳健診後はどうするか？ 

 

脳健診とは？ 
 

 

 

脳健診には、「脳ドック」や「脳ＭＲＩ健診」があります。 

●「脳ドック」 
頭部ＭＲＩ・ＭＲＡ検査を中心に、各種検査 

を組み合わせて、脳梗塞、脳出血、脳動脈瘤 

の有無の他、脳血管疾患の兆候や危険因子を 

発見できます。 

（参考：5～6 万円程度 ※施設により異なります） 

●「脳ＭＲＩ健診」 

頭部ＭＲＩ・ＭＲＡ検査のみを行う、簡易な 

スクリーニング検査で、比較的短時間・安価 

で、脳梗塞、脳出血、脳動脈瘤の有無が確認 

できます。 

（参考：2 万円程度 ※施設により異なります） 

 

 

 

 

  

 
 

 

できるだけ多くの運転者を対象と 

することが望ましいのですが、右の 

図に該当するようなリスクの高い人 

から優先して受診させましょう。 
 

 

一度受診をし、「正常」であっても、 

３年に１回程度を目安として受診させ 

ることが推奨されます。 

 

 

 

 

 

 

 

  運転者が受診した脳健診の結果及び医師の所見については、事業者や運行管理者も把握するよ

う努め、専門医の受診が必要とされた場合は、期限内に確実に受診させるようにしましょう。 

 

＜脳健診の受診結果の判定例＞ 

 

 

 

 

 

 

一部都道府県のトラック協会やバス協会、 

または健康保健組合において助成の対象 

となっている場合があります。 



 

事業者がとるべき対応は？ 
 

 

 ＜脳健診・専門医の受診の結果を踏まえた対応＞ 

  運転者の脳健診、精密検査、治療等の結果を踏まえ、医師の指示に従って、勤務時間の変更 

 や業務の配置転換など就業における配慮を適切に行いましょう。 

 

  ただし、就業上の措置については、運転者に対し不当に差別的な扱いをしてはいけません。 

 

      

 

 

 

 

《例》 

◆長距離・夜間運行は控える 

◆再検査や継続的な治療を受けるための休暇取得が可能な勤務シフトを設定する 

◆運転を伴わない勤務に配置転換する 

 

※医師の指示を受けるにあたっては、運転者の業務の特殊性について、 

医師に説明し、医師の理解を十分に得ておく必要があります。 

 

＜発症者への対応＞ 

定期健康診断や点呼等により、脳血管疾患が疑われる運転者には、できるだけ早く専門医療 

機関での精密検査や治療を受けさせましょう。 

  脳血管疾患は、発症後できるだけ早く治療にとりかかることが重要です。職場内での各従業 

員に対する周知や教育も実施しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本資料は、『自動車運送事業者における脳血管疾患対策ガイドライン～脳健診の必要性と活用～』

の概要をまとめたものです。詳しくはガイドラインの本文をご参照ください。 

 

 自動車運送事業者における脳血管疾患対策ガイドライン 
 

国土交通省・自動車総合安全情報ウェブサイト 

http://www.mlit.go.jp/jidosha/anzen/03manual/index.html 
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検索 

医師から得るべき情報・指示 


